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研究成果の概要（和文）：古代ギリシア世界、とりわけポリス市民共同体において、前古典期ま

でに成立、発展してきた社会規範と公共性概念に関して、その歴史的発展の様相を明らかにす

るとともに、古典期におけるそれらのあり方、とりわけ公的領域と私的領域の関係性を、法や

宗教など諸側面から浮かび上がらせた。 
 
研究成果の概要（英文）：This research project reveals how social norms and the public 
sphere in the Greek world, especially in the world of poleis, were taking distinct shape in 
the archaic period, and illuminates some of the ways that the public and the private 
spheres in classical Greece were mutually implicated. 
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１．研究開始当初の背景 
 冷戦構造崩壊後、１９世紀的な国民国家が
相対的に意味を低下させ、国家と個人、公と
私との関係性のあり方が大きく変動しつつ
ある。このような状況下において、国民国家
を超える新たな公共性概念の構築が切実に
求められていると言えよう。官僚制とテクノ
クラシーの発達は、投票行動以外の政治への
参加を疎遠なものにし、既存の制度化された
公共性に対する市民の信頼を大きく揺さぶ
るに至った。このような事態に対する反省か
ら、本研究は、西欧型市民社会の原型である
ポリス社会の直接民主政が、無秩序に傾かず、
また専制支配者に依存することなく、どのよ
うにして自律的な規範と公共性意識を獲得
したのか、またそれがその後の地中海世界と
西欧文明にどのように受け継がれていった

かという課題を、地域・時代横断的な比較文
化史的観点から、政治史・制度史・社会史・
文学など多角的なディシプリンによって解
明しようと試みる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、西欧型民主主義の源流であ
る古代ギリシアのポリス社会において公共
性の概念がどのように発生し、それが古代地
中海世界全般においてどのような歴史的展
開を見せたか、そしてこのような古典的公共
性概念が、のちに西欧市民社会の規範意識に
どのように影響したかを探究することにあ
る。 
具体的には以下の３つの問題を解明する。
（１）「ポリスにおける規範意識の発生」：
ポリス社会において市民が従うべき公共的
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な規範というものが、どのような歴史的背
景から発生したのか。とくに、成文法が初
めて制定された前７世紀において、慣習的
な規範意識が成文法によってどの程度取っ
て代わられたのかを解明する。（２）「ポリ
ス公共圏の構造の解明」：古典期に成立した
民主政社会において、公と私という二つの
領域は、互いにどのような関係性をもって
成立していたか。ポリスの公共圏は、どの
ような規範意識に支えられていたのか。
（３）「古代地中海世界におけるギリシア的
公共性の歴史的展開」：そのようにしてギリ
シアのポリスに成立した公共性という概念
は、ヘレニズム時代、ローマ時代にどのよ
うな形で継承されていったか。そしてその
遺産の継承が、その後の西欧世界にどのよ
うな影響を与えて今日に至っているか。 
 
３．研究の方法 
 まずは本研究課題に必要な基本史料を揃
え、同時に、研究の現状を掌握するため、関
連文献の収集を行い、先行研究の調査を行う。
また、以下に述べるように役割分担を行い、
それぞれの側面から研究を進めるとともに、
年に１~数度、全員参加の研究会を開催する。
研究会では、個々の研究状況についての新知
見を共有し、また、相互の研究を照合するこ
とで、各自のアプローチの仕方を検討する。 
 研究分担は、以下の通りに行う。研究代表
者桜井は、アテナイの公領域がデーモシオス
とコイノスの二相からなるとの仮説＜二相
の《公》理論＞を導き出すに当たり、歴史叙
述や法廷弁論、プラトンを中心とする哲学的
著作も史料として使用してきた。今回はこれ
らの古典文献を渉猟し、デーモシオスとコイ
ノス、両語の用例を収集、分析するとともに、
市民と非市民（外国人、在留外国人、女性）
のコイノス領域への関与の仕方について、ど
のような差異があるか、具体的に明らかにす
る。同時に、宗教面、とりわけ秘儀やオルフ
ェウス教といった特定の祭祀から、公共性概
念について考察を加える 
 研究分担者逸身は、アルカイック期にさか
のぼって、古代ギリシア文学に登場する規範
意識と公共性概念をテクスト分析によって
抽出し、その歴史的変容を探究する。 
 橋場は、主としてアテナイ民主政の諸制度
の生成と発展とを国制史の分野においてあ
とづけ、民主政の諸制度の背景に隠れている
公共性概念を抽出しようと試みる。そのため
に、前７世紀以来行われて来た法の成文化の
過程にそって碑文・古典史料双方に記録され
た法および法規範を網羅的に収集すること
が必要である。また同時に、心性史研究の潮
流をあとづける。 
 師尾は、主としてポリス世界における碑文
にあらわれた書承文化を、通時的視点から分

析することによって、ポリスの規範と公共性
概念の生成と変容をたどる。同時に、基礎的
作業として、具体的な碑文の年代決定に関す
る分析も行わなければならない。 
 長谷川は、ギリシア古典期に成立した公共
性概念が、①アテナイ以外ではどのような状
況にあったのか、②ヘレニズム世界とローマ
世界にどのように継承されていったのか、そ
れがその後の西欧文明にどのような影響を
与えていったかを考察する。①に関しては、
具体的な事例としてスパルタ、メガロポリス
を対象とする。②に関してはポリス衰退論の
是非との関係から考察を加える。 
 佐藤は、法と社会の関わりにおいて、国家
による法と社会的規範、あるいは（ハーバマ
ス的な意味での）公共圏について考察するた
め、主に法廷弁論を用いる。法廷弁論から得
られる、司法制度と実践、そしてこれに対す
る世論の関係を検討することで、民主政期ア
テナイの「公共」のあり方について検討を加
える。 
 さらに研究代表者、分担者はそれぞれ、短
期間の渡欧を通じて欧米の研究者と意見交
換を行い、さらに毎年、１~数名の欧米の研
究者を招聘してワークショップを開催する。
2008 年度末には、欧州から 8 名程度の研究者
を招聘し、また本研究課題の参加メンバーを
軸として、大規模な国際コロキアムを開催す
る。こうした欧米の研究者との意見交換を通
じて、研究の視角、方法論について、独創性
と確実性を確認するとともに、多角的観点か
ら課題の解明にむけた学術的フィードバッ
クを得る。 
 
４．研究成果 
 研究代表者桜井は、公共圏に関して言及の
ある文献史料を渉猟し、これに加えて碑文や
パピルスを分析することで、古代地中海世界
における公共性と規範について、宗教的側面
から検討を加えた。また市民と非市民が、ア
テナイをはじめとするポリス的公共性とそ
れぞれいかに関わりを持ったのか、その多層
性、柔軟性を一部解明することができた。な
かでも、ポリス的宗教と密儀的宗教における
市民、非市民の参加のあり方を通じて、ポリ
ス共同体的な公のあり方が柔軟であり、二相
の《公》があることを指摘した。 
 とりわけ宗教的側面に関連しては、2009 年
3 月に来日した Catherine Morgan 教授
（British School at Athens）、Hugh Bowden
博士（London 大学 King’s college）、2010
年に来日した Irene Polinskaya 博士（London
大学 King’s college）らが、公と私の二対立
が単純ではなく、複層的であり、通時的に変
容もする点を明らかにした。さらに彼らによ
って、デーモシオスとコイノスという「二相
の《公》理論」についても宗教的側面から確



認、補強された。その一部は翻訳の形で公開
している。 
 研究分担者逸身は、ホメーロス以来の伝統
であるギリシアの韻文について、これを披露
する「場」の問題、ジャンル意識の生成と変
容の問題から、公共性概念について検討を加
えた。とりわけ古代ギリシアの韻文が、公
的・私的なパフォーマンスとして披露され、
その区分が韻文のジャンル意識の明瞭化と
密接に結びついていたことを指摘した、 
 橋場は、主としてアテナイ民主政の諸制度
の生成と発展をあとづけ、民主政の諸制度の
背景に隠れている公共性概念を抽出しよう
と試み、単著及びいくつかの論文を公刊した。
主たる成果としては、前古典期から前５世紀
のアテナイにおける「贈収賄」関連法につい
て、公と私の問題を扱った。佐藤は、古典期
アテナイにおいて、訴訟制度（「公」）が目
的とは異なった形で利用されている実態と、
それに対して形成された世論（ハーバマス的
「公共圏」からの対応）について分析を加え、
当該社会の「公」のあり方の複層性について
指摘した。これは「二相の《公》理論」を補
強する結論を導いた。 
 師尾は、ポリス世界における碑文に現れた
書承文化を、発生時期からヘレニズム時代ま
で通時的にたどり、その性格を分析した。と
りわけ石碑に名を刻むという行為と市民ア
イデンティティの関わりについて分析し、さ
らに奉納行為によって関連づけられるオイ
コス（家）とポリスとの関係を分析した。公
私の分離発生を碑文文化について指摘した
のは、学問上の重要な貢献である。オイコス
とポリスの公私の関係に関しては、2007 年に
招聘した Hans van Wees 教授（ロンドン大学
UCL）、2009 年に招聘した John K. Davies 名
誉教授（Liverpool 大学）がそれぞれ、前古
典期、古典期のアテナイに関して、その発生
と変容に関して独自の論を展開し、理解の幅
を広げることができた。 
 長谷川は、①とりわけスパルタというポリ
スに着目し、その公共性について考察を加え、
これが特殊例ではなく、他のポリスと共通す
る部分を有することを指摘した。また②ヘレ
ニズム、ローマ時代に公共性概念が、どのよ
うに継承されていったのか、それがその後の
西欧文明にどのような影響を与えていった
かを考察した。2009 年に招聘した Henk 
Singor 博士（Leiden 大学）は古典期スパル
タについて、A. Rizakis 教授(KERA, Athens)
はローマ時代のギリシアについて、C. Rouche
教授（London 大学 King’s college）は古代末
期アフロディシアスについて、公と私の多様
性と変容・継続について指摘し、研究の視角
を広げた。 
 以上の研究を踏まえ、研究代表者が、特に
アテナイ民主政と公共性の関わりについて、

総括的な研究報告を行った。ただし、本研究
課題のメンバーの間でも、次々に多様な研究
成果が出されたため、全体を最終的に総括す
るには至っておらず、これは下に記す英文図
書の公刊を機に、発表することとしたい。 
 研究代表者及び分担者による個々の研究
は、古代ギリシアにおける公共概念の発生、
歴史的展開、公共性の複層性、とりわけ「二
相の《公》理論」の射程と限界について、多
面的に明らかに、学問上、国際的にも極めて
オリジナリティの高い貢献をしている。その
ことは、2009 年 3 月 27 日から 29 日にかけ
て、多くの外国人研究者を招いて開催した第
2 回日欧古代地中海世界コロキアムでも確認
された。同時に、招聘した欧米の研究者たち
が提供した知見により、議論が補強されたこ
とは言うまでもない。 
 研究成果は、主に国内外の学会及び研究会
で口頭報告の形式で行われ、さらに様々なフ
ィードバックを受けた上で、専門の雑誌論文、
論文集の形で公刊された。同時に、アウトリ
ーチとして、比較的一般の読者を想定した著
書も複数刊行し（図書(2), (4), (5)）、ここに
も今回の研究の成果を盛り込むことができ
た。 
 今後の展開として、まず第一に挙げるべき
は、コロキアムを中心とした学術的成果を、
英文図書の形で公刊することである。これに
関しては、本課題の研究代表者、分担者に加
え、その他のコロキアム参加者による原稿が
既に準備されており、公刊に向けた準備が進
められている。また、今回の研究成果は、公
共性を二項対立的に理解する近代的価値観
に対して、異議申し立てをするものにもなっ
ており、他分野との連携を通じて、より広く
成果を還元していく必要がある。具体的には、
近代における《公共圏》の発達を議論する近
代史や社会学との連携が考えられる。またア
ウトリーチ活動として、法律や公的制度の外
側で機能する社会規範や社会行動について
関心を抱く、より多くの人々に向けて、啓蒙
書（関連図書の翻訳を含む）を公刊していく
ことになろう。本研究課題の成果をより深化
させるためにも、参加メンバーの各自が、専
門研究を継続して行うことは言うまでもな
い。 
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